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●斉  唱 
 

ロータリーソング「我等の生業」 
 
●本日のお弁当 
 
 大正館 
 
●本日のお客様 
 
 知覧特攻平和会館 参事 川床剛士様 
 
●本日の卓上花 
 
 ベニバナ、ユウギリソウ 
   

会 長 挨 拶  
 

皆さん、こんにちは。本日はここ碧南からは大変遠い知覧特

攻平和会館より、参事であられます川床様にお越しいただきま

した。大変貴重な話が伺えると思いますので、よろしくお願い

申し上げます。 
 先程、榊原健先生より、昨年、我らが歯科医師会の旅行で知

覧を訪れたことを絶対に報告するように命令されました。まあ、下士官は辛いものでござい

ます。お察しください。 
 さて、4 年前に亡くなった大正生まれの私の父は、もはや昔の事とも揶揄される先の対戦で

は、大尉として満州に赴任しておりました。母からは当時の満州では、父が大尉であったの

で、女中さんが二人付けられていたものの、日中、母が一人の時は現地の人たちが塀の上か

らあれをくれ、これをくれと手を差し出しながら日本語で言われて大変怖かったと聞かされ

ていました。また反対にそれ以外の日常生活自体は何不足なく、まあまあ快適だったとも聞

いていました。しかし、当の父からは満州であった出来事は一言も、今風に言うと 1 ミリも
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※十週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。 

聞くことができませんでした。父の三回忌の時にいとこや親戚たちに思い切ってそんな不満

を話すと「俺は親父さんにチャムスの駅でこんな話を聞いた。」「私は飛行機の上から地上が

真っ赤に燃えているのを見た時のことを聞かせてもらった。」と私がまさにその時生まれて初

めて聞いた父の様々な体験を背筋に緊張が走るのを感じながら聞かせてもらいました。その

上で親戚全員が「親父さんは満州時代の事を少しでも話すと、実の息子だけには絶対に言い

たくない体験までも話さなくてはならなくなるので、話題にすることすら避けたのではない

か。」と言われました。私が日本の歴史に興味を持ち出した高校生時代、かつての大阪万博以

降より当時のテレビや新聞がもはや日本は戦後ではないというフレーズを盛んに使い出した

頃には、既に両親は年 1 回戦友会と称して色んな場所に文字通り戦友たちと旅行に行き、毎

回帰ってきては父と一緒に写っている写真でしか知る由もない、「当時将校だった誰それは今

はこうしている。」とか、「九州の熊本のどこそこに誰々がいるから近くに行ったら必ず俺の

名前を出して尋ねるように。」とか、家族の前では満州での事は一切話さないのに、戦友の現

在の話は自慢げに話してくれた父を今でも思い出します。 
 本日は川床様より、もはや平和しか知らない我々ではわかり得ないお話も聞けるかと思い

ます。 
 本日の例会もよろしくお願い致します。 
 

  幹 事 報 告  
 
 幹事報告をさせて頂きます。 
・ 第 12 回理事会報告につきましては、幹事報告書の通りでご

ざいます。 
・ 例会変更のお知らせは、幹事報告書の通りでございます。 
・ 碧南市チャレンジデー実行委員会よりチャレンジデー参加

のお礼及び結果報告が届いております。 
・ 本日の講師でございます川床様より、お土産をいただいております。ありがとうございま

した。 
・ 本年度ガバナー補佐より、次年度 RI テーマのバナーをいただきました。 
  
  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 総会員数 68 名 (内出席免除者 18 名の内出席者 9 名) 出席者 54 名 

 出席対象者 54／59 名   出 席 率    91.53％ 

 欠席者 14 名(病欠者 0 名)   前々回修正出席率 100％ 

角谷 修幹事 



＜ニコボックス委員会＞ 
木村 徳雄君  私の長男が結婚しました。宴会は数多くでていますが、締めのスピーチを

するのははじめてで緊張しました。第３分団ＯＢの人達にお世話になりま

した。 

西脇 博正君  大竹さんに大変お世話になりました。 

小笠原良治君  ６月末日にて退会ですので、いまだ会員です。６月９日に碧南高等学校同

窓会より顕彰者表彰を受けました。あまり感動はありませんが、感謝です。

角谷信二君にはお世話になりました。ありがとうです。先日は長田一希君

にお世話になり、ありがとう。馬鹿な連中とツキアウ事は非常に大事です

が、決してそまってはいけない！ 

        Going My Way です。これが最後のニコボックスになると思うと少し淋し

いです。サイフが軽くなり、気持ちは重くなりました。ありがとうござい

ました！ 

清澤 聡之君  昨日、杉浦秀延さんに大変お世話になりました。 

        知覧特攻平和会館 参事 川床剛士様、遠い所お越し頂きありがとうござい

ます。 

新美 雅浩君  碧南高浜安全運転管理協議会の総会を無事終えることが出来ました。今年

度も宜しくお願い致します。 

杉浦 栄次君  ６月７日に娘が男の子を産みました。初孫です。母子共に健康で良かった

です。 

杉浦 秀延君  本日の卓話講師 知覧特攻平和会館 参事 語り部 川床剛士様を紹介します。

よろしくお願いします。 

石川 鋼逸君  ６月９日あいにくの雨の中、碧南市消防操法大会には鈴木会長を始め多く

の会員の皆様にお越し頂き誠にありがとうございます。７月２０日、蒲郡

市で行なわれます県大会には第３分団ポンプ車チームが参加します。昨年

に続き好成績をおさめられますように頑張ります。応援よろしくお願い致

します。 
 
 

卓 話  
 
「命の尊さと親子の絆」 
知覧特攻平和会館 参事 川床剛士様 
 
 皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました知覧特攻平和会

館 参事の川床剛士と申します。碧南 RC60 周年、本当におめ

でとうございます。心よりお祝い申し上げます。今日は機会をいただきまして、大変ありが

たいと思っております。最後までご清聴よろしくお願い致します。 
 今から 74 年前、沖縄での陸軍による航空特攻作戦は、米軍主力が沖縄南西にある慶良間列

島に上陸した太平洋戦争末期の 1945 年 3 月 26 日から始まりました。特攻作戦には知覧基地

川床剛士様 



をはじめ、宮崎県の都城などの九州の各地、そして、当時日本が統治していた台湾など多く

の基地から出撃しておりますが、知覧基地が本土最南端だったということもあり、最も多く、

全特攻戦死者 1,036 名の内、439 名（中継基地となった徳之島・喜界島を含む）、半数近くが

知覧基地から出撃しております。愛知県からの戦死者数は 43 名です。本格的な特攻作戦は陸

海軍共同で 4 月 6 日の第 1 次総攻撃として始まり、7 月 19 日の第 11 次総攻撃の終了まで続

きました。特攻部隊の内、九州から出撃した部隊は振武隊、台湾から出撃した部隊は誠飛行

隊と呼称しております。3 月 26 日開始された慶良間列島海域への特攻作戦は、沖縄本島・石

垣島・宮古島から出撃しましたが、4 月 1 日沖縄本島に上陸後は、九州及び台湾から出撃す

るようになりました。 
 当時の軍隊は陸軍と海軍しかありませんでした。その中で海軍が行った代表される特攻作

戦の 1 つが「回天」と呼ばれるものでした。形は非常に潜水艦に似ているんですが、直径は

僅か 1m、長さがおよそ 15m の戦艦におよそ 1.5t の爆薬を詰め、この中に隊員が 1 人乗って

海の中を彷徨いながら艦船を求めて体当たりをするという非常に脆い特攻戦法でありました。

陸軍は戦闘機の右翼の下に 250kg の爆弾、左翼の下にほぼ同じ重さの燃料タンクを装着し敵

艦に体当たりする特攻作戦を取りました。陸軍に先立ち海軍でも採用され、「神風特攻隊」と

呼ばれました。 
 当時パイロットは、少年たちの憧れの的でした。特に「少年飛行兵」と呼ばれたパイロッ

トの入試倍率は、40～50 倍という狭き門で、人気がありました。そのパイロットには 17 歳

～19 歳の若者が非常に多かったです。この若者たちは自分たちが艦船を 1 隻でも 2 隻でも沈

めることによって、国が救われ、親や兄弟が助かるのであればという思いであったと思いま

す。そして、後に残った人たちが我々の分まで一生懸命に日本を再建、発展に向かって頑張

ってくれるに違いないという祈りや願いを込めながら、彼らは沖縄の空へ旅立って行ったの

ではないでしょうか。 
 特攻隊員たちが書いた遺書、手紙にはテレビとか映画では得ることができない人間本来の

本物の感情が現存し、その現実のすごみに圧倒されるものだと思います。いかに生きようと

しても死をもってしか任務を達成することができなかった隊員たちがおられたことを思い、

私たちは現在いかなる環境であれ、生かされていることを感謝しなければいけないと思いま

す。そして、この平和な日本に生まれ育って住んでいることは本当に素晴らしいことだと感

じなければいけないと思います。 
 今日はお時間をいただきまして、お話しさせていただきました。皆さん、最後までお付き

合いいただきまして、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 

 

次回例会案内 
 

令和元年６月２６日（水） 定款第８条第１節Ｃによる休会 
令和元年７月３日（水）  クラブフォーラム 役員挨拶 


